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超⾳波探傷画像処理装置 G-SONIC SCAN SERIES

●材料内に発⽣した微⼩クラックまたはボイド（気泡）など材料の

状態変化をスキャニングし、最新の画像処理により映像化。

●Ａスコープメモリー機能により探傷中のサンプリング波形を全て収録。

●平⾯⾛査専⽤の３軸モデル（３ＡＸ３００Ｓ）と⽴体⾛査が可能な

６軸モデル（６ＡＸ６００RＳ）を標準ラインナップ。

※被検査体の仕様に合わせた専⽤機も製作可能。

●⾼精度位置決めが可能。

●駆動部はメンテナンスフリー。

⾛査モード

３ＡＸ３００Ｓ

６ＡＸ６００ＲＳ

※ ※

※ ※

各⾛査モードの組合わせで平板形状から

球形状のものまでさまざまな被検査体が

探傷できる。

Ｘ－Ｙ－Ｚ軸

Θ１軸 Θ２軸

Ｒ軸（ターンテーブル）

特徴

※ ※印のある⾛査は６軸モデルから探傷可能になります。

基本仕様

ＦＦＴ（中⼼周波数解析） 位相カラ―設定

（特許 第４６７２４４１号 取得）

型式 ３軸モデル：３ＡＸ３００Ｓ
６軸モデル：６ＡＸ６００ＲＳ

収録、解析⽤ＰＣ
（ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

WindowsＸＰ対応）

CPU：Core2Quad(3.0Hz)以上
メモリ：２ＧＢ以上
ＨＤＤ：２５０GB以上
ネットワーク：100BaseLAN
光学機器：DVD±ドライブ内蔵
LCD：TFT液晶ディスプレイ
その他：カラーインクジェットプリンター

ＰＣのスペックは
オプションとなります。

制御部ケース パソコンラック １９インチラックタイプ

軸制御

X： ストローク指定, モーター分解能0.01㎜

Y： ストローク指定, モーター分解能0.01㎜

Z： ストローク指定, モーター分解能0.01㎜

Ｒ： φ３００, モーター分解能0.02度 ６軸モデルに対応

θ1： １８０度, モーター分解能0.02度 ３軸モデルは⼿動式

θ2： ２２０度, モーター分解能0.02度 ３軸モデルは⼿動式

⽔槽部
３００㎜（縦）×３００㎜（横）×２５０㎜（⾼さ） ３ＡＸ３００Ｓ

６００㎜（縦）×６００㎜（横）×５００㎜（⾼さ） ６ＡＸ６００RＳ

⾛査モード 平⾯⾛査、⽴体⾛査（⾛査モードを参照）

電源 100Ｖ／1.5ＫＶＡ（単相）

ワーク台 ⽔平アジャスター付

フィルター 循環フィルター内蔵

画像処理 Ａスコープ，Ｂスコープ，Ｃスコープ他

ネットワーク機能 外部ＰＣによるデータ解析

Ａスコープ波形再⽣

フルウェーブＢ断⾯表⽰

（積層状態が確認できる。）

Ｃスコープ表⽰

（平⾯表⽰）

解析機能



弾性率内耗測定装置 ＵＭＳ SERIES

＜測定項⽬＞
ヤング率・剛性率・体積弾性率
ポアソン⽐・ラーメパラメータ
⾳速異⽅性係数・縦波内耗
横波内耗・デバイ温度・圧縮率
など計12パラメーターを表⽰。

＜ラインナップ＞
ＵＭＳ－Ｈ（⾼温⽤）室温〜１５００℃

－Ｍ（中温⽤）室温〜８００℃
－ＲＤ／ＲＮ（常温⽤）室温

※ＲＤ：デスクトップ型 ＲＮ：ノート型

＜測定項⽬＞
焼⼊れ深さ・硬さ測定
⾦属疲労・疲労判定
メッキ厚、溶射・塗装膜厚測定
波形ピーク検出・ゼロクロス検出
ＦＦＴ・検量線作成

材料表⾯⾳診機 USH SERIES

＜ラインナップ＞
ＵＳＨ－ＳＤ デスクトップＰＣ型
ＵＳＨ－ＳＮ ノートＰＣ型

測定

解析

検量線

測定

型式 ＵＭＳ－Ｈ／RD，USM－Ｍ／ＲＮ
パルス電圧 0〜600Ｖ 10Ｖステップ
パルス幅 20ns〜500ns（スクエア波）
動作モード 反射法、透過法
ダンパ－調整 50,100,200,500,1kΩ切換式
⼊⼒アッテネ－タ 0〜20dB切換
HPF 4段切換 及びOFF
LPF 4段切換 及びOFF
利得 0〜+60dB（-5〜+55dB）
周波数帯域 300Hz〜20MHz
A/D変換 分解能 10bit
サンプルレ－ト 100,50,20,10,5MHz 5段切換
等価サンプル １Gサンプル／sec
メモリ（デ－タ取込サイズ） 32kB
外部端⼦ パルサ出⼒，レシ－バ⼊⼒ BNC-R
外形⼨法 ミドルサイズ 215㎜(W)x122㎜(D)x20㎜(H)
PCI規格 Ver 2.1準拠
使⽤温度 5〜40℃

１．型式 GNES-06（パルサ/レシ－バ）
GNES-07（A/D変換）

２．概要
PCIバスを採⽤した超⾳波応⽤ボ－ド。
基板は２枚構成。（PCIバスとしては1つ
のタ－ゲットボ－ドとして動作可能。）
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検量線

メッキ厚さ（μｍ）

伝
播
時
間
（μ

ｓ
）

深さ 鋼：0～3.0mm 、

ポリマ－：0～0.5mm

送信 受信

材料表⾯⾳診機による測定（メッキ厚）

パルサーボード

基本仕様



中ぐり⾞軸探傷装置 SBA-HS

●優れた最新機能

多彩な検査結果により、きず判定識別性能を向上。

⾞軸内残油量低減システム搭載。

Ａスコープメモリ、リアルタイムカップリングチェック可能。

●狭隘部に対応

スリムでコンパクト。

交番検査線の狭隘部にも対応。

●検査作業の効率化を実現

シンプル構造で容易なメンテナンス。

引き出し式の油タンクなどメンテナンス作業の簡易化を実現。

中ぐり⾞軸超⾳波探傷は３つの要素で構成されています。

これにより、きずエコーの判別が格段にわかりやすくなりました。

従来のチャート表⽰のみの結果表⽰ではきずエコーを識別するのに

熟練が必要でした。

中ぐり⾞軸探傷の３つの要素

⾛査モード
探触⼦回転型・表⾯追従機構と接触媒質（タービン油）循環機構を組み合

わせて、中ぐり⾞軸内表⾯と探触⼦接地⾯が常に⼀定のギャップ（隙間）

を保ちながら探傷します。これによりきずエコーの低下や形状との識別性

は向上し、より確かな材料内部の状況が識別可能となりました。

斜角探傷

車輪
車輪

回転

図、中空車軸の超音波探傷法

垂直探傷

スパイラル走査

特徴

きずエコー

⾞輪やギヤ等の

はめ合い部から

の圧⼊エコー

⾞軸外⾯の⾓部や

Ｒ部からの形状エコー

解析機能

探傷検査種別 新幹線中ぐり⾞軸⽤（型式が異なる軸プロフィールを複数管理）

実探傷時間 1軸2分以内（探傷ピッチ可変2〜10㎜ プローブ回転速度260rpm時）

作業⼈員 1名

探傷⽅式 ⾃動探傷（プローブ回転型スパイラル探傷⽅式）

a ⾼速探傷 チャート表⽰，Bスコープ表⽰，Cスコープ表⽰（探傷ピッチ変更可能），カップリングチェック

b 詳細探傷 Bスコープ，Cスコープ表⽰，Aスコープ表⽰及びメモリ

c ⼿動操作 回転，送り，給油

検査対象キズ 3㎜深さ×10㎜⻑さの周⽅向⼈⼯キズ

感度調整 プローブ別⾃動感度調整

判定⽅法 ⾃動判定

合否判定 設定レベルを超えたエコーの⾊別表⽰ 及び 〔OK〕〔NG〕表⽰

探傷器 GUT2000型最新フルデジタル超⾳波探傷器

探傷ヘッド プローブ2個内蔵，⾞軸内残油低減⽅式

ヘッド⽀持 探傷ヘッド⾃重の軽減機構装備（スーパーアーム⽅式）

探傷ヘッド送り込み 特殊チェーン⽅式

移動⽅式 電動台⾞（バッテリー駆動）

接触媒質 JR添加タービン油 #32

基本仕様

チャート、Ｃスコープ、Ｂスコープ

拡⼤ ３Ｄ

ワイヤーフレーム 波形再⽣



送信側
プローブ

受信側
プローブ

被検査体

透過

超⾳波信号
（空気中を伝搬）

図：透過法による超⾳波伝搬状況

材料内部

健全部エコー
（透過率⼤）

⽋陥部エコー
（透過率⼩）

空中超⾳波探傷装置 G-SONIC SCAN AERO.ver

透過法

システムブロック図（例）

Φ３㎜⼈⼯⽋陥の検出
（アクリル試験⽚）

⼈⼯⽋陥の検出
（ＣＦＲＰ）

＜空中超⾳波探傷とは？＞
空気中を超⾳波が伝搬するため、超⾳波探傷に
おいて接触媒質を必要としない。よって⽔・油
などに適応できない材料の超⾳波探傷検査に適
応できるので⽣産ラインにおける⾃動検査装置
などで使⽤されています。

基本仕様
（※評価⼿法により異なります。詳細はお問い合わせください。）

透過法による超⾳波探傷（例）



中実⾞軸探傷装置 ATMS7

⾛査モード

●探傷開始ボタンにより順次⾃動探傷し、結果印刷まで操作不要。

●探傷後に探傷結果を帳票印刷。

●ＬＣＤで超⾳波波形を鮮明に表⽰。

●輪軸⼀周分の波形を重ね合わせた、ピークまたは展開表⽰。

●探傷後の波形を、ハードディスクに記録し、解析による波形再⽣や

形状エコーとの識別が容易です。（フルウェーブ全周画像化）

●30種以上の軸種に対応。

特徴

図、中実車軸の超音波探傷法

垂直と斜⾓による２通りの探傷と減衰度測定ができます。軸端⾯から垂直探触⼦により軸全⻑の探傷と減衰
度測定を⾏い、軸上から斜⾓探触⼦により、はめ合い部の探傷を⾏います。対象部位の近傍からの探傷がで
きるため⾼い検出能⼒が得られます。探傷判定レベルは任意に設定が可能です。（客先殿決定）

垂直探傷（例）

車輪
車
輪

斜角探傷（例）

車輪
車
輪

（⾞軸全⻑を６往復）

基本仕様

探傷検査種別 中実⾞軸⽤（型式が異なる軸プロフィールを複数管理）

作業⼈員 １名

探傷⽅式 ⾃動探傷（各部位を順次検査または垂直のみ）

探触⼦ 垂直＝２ＭＨｚ，斜⾓＝３ＭＨｚ／５種類の屈折⾓（⾃動切替え⽅式）

探傷器

フルデジタル型超⾳波探傷器
帯域：０．５〜１５ＭＨｚ
パルサー電圧：４００Ｖ
感度レンジ：１００ｄＢ
ビーム路程：１２ｍ以上

表⽰機能
結果表⽰：⼀周分のピークホールド波形表⽰。
フルウェーブ表⽰：⼀周分の波形を展開表⽰。
波形表⽰：ＬＣＤにＰＣ画像として表⽰

結果出⼒ ピーク波形，等級判定，⽇時，軸種を⾃動印刷

評価機能
リアルタイムＡスコープメモリー機能
フルウェーブ全周画像化機能
波形形状判定

判定⽅法 エコープロフィールから⾃動判定

バックアップ電源 １０分（⾃動シャットダウン機能有）

電源 ３相ＡＣ２００Ｖ ３０ｋＶＡ

接触媒質 JR添加タービン油 #32

通常画⾯

●軸端⾯から垂直探触⼦により軸全⻑の探傷と減衰度測定を⾏います。

●軸上から斜⾓探触⼦により、はめ合い部の探傷を⾏います。

対象部位に近い場所からの探傷できるので⾼い検出能⼒が得られます。

●探傷判定レベルは任意に設定が可能です。（客先殿決定）

フルウェーブ全周画像化

解析機能


